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当社は2017年に創業。地域の産物には本来価値がある

のに捨てられているものが多いことを知り、「もった

いない」という意識が強く芽生えたことが創業のきっ

かけになった。その後、シークワーサーの搾りかすに

含まれる栄養成分に着目し、日本一の生産量を誇る沖

縄・大宜味村を訪問。そこでの地域の人たちとの出会

いが大きな転機となった。この経験が「地域に眠る資

源（FOOD＝風土）を生まれ変わらせ（REBORN）環境汚

染といった負の循環を改善し、捨てるものがない明日

を目指す」という理念・社名につながっている。2019

年には、大宜味村の隣にある東村が日本一のパイナッ

プル産地であることを知り、シークワーサーに続く企

画としてパイナップルへの取り組みがスタート。パイ

ナップルは果実収穫後の葉が未利用資源となっている

点に着目し、葉からの繊維抽出方法や、アパレルや自

動車産業等、幅広い業界で使える素材に仕上げる新技

術を開発した。この技術は特許を取得し、グローバル

市場で新たな可能性を切り拓くきっかけとなっている。

パイナップルの葉から繊維を抽出する事業に乗り出し

た当初は、海外から既存機械を取り寄せていた。しか

し、この機械では流通する品質を作れないことや生産

葉茎を有効活用し、新たな素材に生まれ変わらせる
繊維産業による環境課題を解決し、各産地に還元したい
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性の低さが課題となり、より効率よく綺麗に繊維を抽

出できる方法はないかと研究を重ねたという。その結

果、水流によって木材をカットできる「ウォーター

カッター」に着目。これをヒントに技術開発を進めた。

パイナップルの葉は太さや用途が異なる複数の繊維を

含むユニークな構造を持つため、その特性を最大限に

活かせる技術が必要となる。そこで、特許取得の経験

豊富な研究者や大学教授、弁理士、専門技術者など幅

広い協力者と開発を進め、独自技術である『高圧

ジェット水流による繊維抽出』を完成させた。この技

術は、バナナ茎や他葉脈繊維を持つ植物にも横展開が

可能な汎用性のある技術開発となった。また、開発に

携わったことが知財取得への意識を高める契機にもな

り、その後も前処理や繊維の分別技術など周辺技術に

関する特許をこまめに取得。品質への飽くなき追求が、

特許技術を核にした持続的な技術革新とグローバル展

開を支える原動力となっている。

特許の取得によって知財活用における提案力や技術力

が証明され、紡績業界や自動車業界をはじめとする他

業界からの依頼も増加。「技術を強みにする以上、そ

れを証明するものが必ず求められる。特許があること

は事業拡大やグローバル展開を支える大きな武器と

なった」と宇田社長は語った。現在はインドネシアに

繊維の品質を追求するため

独自の特許技術を開発

特許の強みを活かし

グローバルな活躍にも力を入れる
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進出し、政府や現地の有力者と連携しながら、新たな価

値をもった繊維産業の創生や農家への還元を推進してい

る。機械を販売するモデルではなく、地域の人々と理念

を共有しながら地域産業の創出に取り組むことで、「人

も資源も捨てない明日を目指す」というポリシーを守る

仕組みも整えた。この取り組みは持続可能な地域産業モ

デルとして注目され、グローバル市場への拡大を後押し

している。来年からは、フィリピンでの政府と連携した

繊維産業創出のプロジェクトも始まりつつあるという。

技術のコアとなる部分から周辺まで満遍なく特許を取得

してきた当社だが、すべてがスムーズに進んだわけでは

ない。申請までのコストや時間的なリソースは、はじめ

の頃は特に大きな負担となった。その上で取得してもブ

ランディングに繋がらず、活用しきれなかった特許や商

標も少なくないという。そのため、現在では「取った後

にどう活用できるか」まで事前に検討し、特許や商標を

取得した方が良いものとあえてしないものを戦略的に見

極めることを心がけている。一方で知財の取得に積極的

な姿勢で臨んできた経験は財産であり、将来的な事業の

精度を高めるためにも大切なものと捉えているそうだ。

「営業活動や出資を募る際のプレゼンなどで特許の取得

を確認されることも多いため、権利取得は大きな糧に

なったと感じている」と宇田社長は話す。外部へ発信す

る上で、知財は必ず強みとなる。世に技術が出尽くした

ように思っていても、課題や悩みに対するひと工夫の中

に特許性を見つけられることもある、と。また、「模倣

対策としては、当社のように中心となる技術から派生し

た周辺技術でも特許を取得していき、公開されることで

第一人者であることを積極的に証明していく、というの

もひとつの方法だと思う。まずは弁理士事務所や特許の

相談窓口を訪ね、プロテクトを強める手立てを話し合う

ことが大切だ」と併せて語った。

宇田社長は「特許は大きな強みではあるものの、公開情報が故、

模倣や価格競争のリスクを免れないこともある」とした上で、

あえて特許技術を動画等でオープンに公表することで第一人者

だと証明し、政府や大学との連携も含めPRする、という手法を

取っている。これは社長のパワフルな行動力と人柄により、同

志社大学や東京大学などの教育機関をはじめ、果実の産地や

メーカーなど数多くの場に協力者を得られている影響も大きい。

今後もパイナップル繊維の普及、および市場拡大に向けて、知

財を活用しつつグローバルなパートナーシップを築き上げてい

くことが期待される。

協力者も含めPRを行うことで
あえてオープンな模倣対策を実現
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世界初の水圧による繊維抽出技術
使用する水は循環利用でき、環境負荷の少ない仕組み

苦労を乗り越え権利を取得したが、
活用しきれなかった知財も…

パイナップル繊維は、リネンに似た軽やかさとシルクに似た光沢、
太さが異なる組織による個性を併せ持つ

https://food-reborn.co.jp/

	スライド 1
	スライド 2

